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 みなさん、お元気にされておられますでしょうか？この数ヶ月のステイホームの中、いかがお過ごしですか？

またお寺でお会いできるのを楽しみにしております。 

 さて、数ヶ月央州寺通信をさぼっておりましたが、ステイホームになってから日本語法話をする機会がちょ

くちょくとありましたので、今回は大ボリューム、ステイホームの間にさせていただいた日本語法話を全て載

せさせていただきます。インターネットでビデオの見ることの出来ない方々にも届けば幸いです。 

 

 

「西北地区合同花祭り日本語法話」 

「如来、世に興出したまふゆえは、ただ弥陀の本願海を説かんとなり。」（『正信偈』） 

 

 みなさま、本日の浄土真宗本願寺派北米開教区西北地区合同花祭り法要へようこそのお参りでございます。

この COVID－19 の世界的な流行が始まってからというもの皆様と一緒にお寺でのお参りも出来ませんし、なん

とか少しでもお聴聞のできる機会をということで、西北地区の先生方と相談して、インターネットを介してで

はありますが本日の合同花祭り法要をお勤めさせていただく次第となりました。 

 考えてみますと、家にいてインターネットさえあれば仏法のお聴聞ができるんですからね、うれしい事であ

りますね。『仏説観無量寿経』というお経さんがございますね。このお経さんの中で、王舎城におられたイダイ

ケ夫人が耆闍崛山、霊鷲山におられたお釈迦様にどうかここに来られて私に仏法を説いて下さいとお願いされ

る場面があります。お釈迦様は神通力を用いて空中を歩いてイダイケ夫人のもとに現れたと言いますけれども、

こうやって遠隔地にいながら仏法を聴聞させていただくとイダイケ夫人のお気持ちが少しわかる気がいたしま

す。 

 さて、本日花祭りはお釈迦様のお誕生をお祝いする法要であります。お釈迦様ご誕生の際のお話はみなさん

もよく聞かれていることと思いますけれども、生まれてすぐに七歩あるかれたというね。このお話だけ聞くと

ね、「そんなやつおれへんやろー」と思うと思うんです。実際にね、生まれてすぐに七歩歩くなんて、生まれて

すぐの赤ちゃんを手に抱いたことがある人はね、そんなはずあるかいなと思うはずなんです。それが普通の感

覚です。 

 でもね、ここで重要なのはホンマに七歩あるいたのかではなくて、七歩に一体どういう意味があるか。とい

うことなんです。 

 インドでは六道といって輪廻を繰り返して苦しみの生死を繰り返さねばならない世界というものが信じられ

ておりました。ですから最初の六歩はこの輪廻の世界をあらわすわけですね。では、最後の七歩目は一体何を

あらわしているか。これは解脱といって輪廻の世界から抜け出すことを意味しておりまして、悟りを開く、涅

槃という境地へと到達することであります。お釈迦様はこの六道という迷いの世界を抜け出して、涅槃へと到

達された。このことを七歩ということであらわしておるわけですね。 

 では、お釈迦様は涅槃へと到達されたことでその人生が終わったのか。というとそうではありませんね、涅

槃へと到達されて、迷いの世界で苦しむ人々のために涅槃へと到達する道を説こうと決意されて 45 年間にわ

たって仏法を説き続かれたわけです。 



 お釈迦様は仏法を人々に説くべきかどうかだいぶ悩まれたといいます。一説では 49 日の間色んな木の下に

座って、どうしようか考えられたといいます。でも最終的には、「よっしゃ、やっぱりこれはみんなに説いたら

なあかんわ」といって、仏法を説く決意をされて木の下から人々の中へと入って仏法を説かれていくわけです。

その決意を考えますとね、「わかる人だけわかってくれたらえーわ」という生半可なものであったはずがないん

ですね、「必ずすべてのモノを救う」という決意をされているはずです。 

 すべてのものを救うというんですから、そこから漏れるものがあってはいけませんね。その教えが個人個人

の能力を問うものであったならば、そこからは漏れる者が出てきてしまいます。 

 なんか日本では政府がマスク二枚を各世帯に配布するってことでしたけれども、うちは 4 人家族ですから、

そしたら家族の中でもそのマスクにあたらん人が出てくるわけですね。この日本政府の政策からは漏れる人が

出てくるわけです。もちろん、政府も色々と考えてはいるんでしょうけれどもね、マスク二枚というのが個人

的には「なんでマスク二枚なん？」と思ってしまうところです。 

 ともかく、マスク二枚の話で何がいいたかったかというと、これでは漏れる人が出てくる。救いから漏れる

人が出てくるような教えをお釈迦様が決意して説かれようとしたかというとそうではないはずですね。 

 そうすると、お釈迦様は色々な教えを説かれましたけれども、本当に説きたかった教えはどういった教えで

あったか…それはもう、誰もこの救いから漏れるものがない教えですね。それが南無阿弥陀仏のみ教えです。 

 お釈迦様はこの南無阿弥陀仏のお話をされる時にお顔が輝いておられたと言います。人間やっぱり自分の好

きなことを話してる時は嬉しそうな顔をしているもんですよね。ではなぜ南無阿弥陀仏のお話をする際にお釈

迦さまのお顔が輝いておられたか。それはこのみ教えこそが誰も救いから漏れるもののないみ教えであるから

ですね。 

 ですから、ご開山親鸞聖人は「お釈迦さまがこの世にあらわれたのはただただ阿弥陀さんのご本願を説く為

であった」とおっしゃるわけです。 

 お釈迦様がこの尊いみ教えをインドで説かれてから、今私達はこのみ教えをアメリカで、またインターネッ

ト上で聞かせていただいております。なんともありがたいことでございますね。 

 このお釈迦さまの誕生日である花祭りのご縁に今一度、南無阿弥陀仏のみ教えを共によろこばせていただき

たいものであります。 

 

合掌 

 

 

 

『よりどころ』（西北地区合同降誕会法話） 

「清浄光明ならびなし 遇斯光のゆゑなれば 一切の業繋ものぞこりぬ 畢竟依を帰命せよ」 

 

 この外出禁止の状況になってから約２ヶ月ですか。みなさん、いかがお過ごしでしょうか。唯一良いことと

言えば家にいながら色々なお寺のお勤めにお参りしたり色々な先生のお話を聞けることでしょうか。 

 今月は降誕会、親鸞聖人のお誕生の月ということでこのような特別な法要をオンラインで行わせていただい

ております。 

 そこで、本日は親鸞聖人のご和讃を御讃題としてあげさせていただきました。この中で、畢竟依という言葉

がありましたけれども、畢竟依というのは阿弥陀さまのことで、簡単に言いますと「究極のよりどころ」とい



う意味であります。 

 そこで皆さんに質問なんですけどね、「あなたには確実なよりどころがありますか？」そう聞かれてあなたは

答えることができるでしょうか。今一度考えてみてください。 

 もうだいぶ前になりますけどね、まだカリフォルニアサクラメントのフローリン仏教会くらいに、フレズノ

別院で行われたＪＹＢＡカンファレンスの講師として呼んでいただいた時のことです。 

 「フレズノ別院」でカンファレンスが行われると思っておりましたから、カンファレンスの朝にＧＰＳに「フ

レズノ別院」と入力してフレズノ別院へと向かったんです。 

 けれども、いざそこに着いてみると車が一台も停まってないどころか、なんだか人の気配すらなかったんで

すね。私はのんきに「セントラルカリフォルニアの方々はめっちゃ時間に緩いんやなー。」と思っとんたんです

けれども、五分、十分と経っても誰も来ません。そこでようやく何か違うなと思い始めたんです。 

 それでね、カンファレンスの担当の方に電話をしてみると、フレズノ別院ではなく「フレズノダルマセンタ

ー」でカンファレンスがあるということでした。カンファレンスは９時からやったんですけどね、その時は既

に朝の八時四○分だったもんで普段もそんなに焦ったりはしない性格なんですけど、だいぶ焦りましたね。 

 

 さー、どうしたものかと思ってましたら、その当時フレズノ別院で働いておられたライ先生が、偶然にも別

院にお供えのお花を取りに来られました。そこでライ先生に事情を説明すると、頼もしく「付いておいで！」

と私の車をリードしてくださり、無事にダルマセンターへとたどり着くことが出来ました。五分遅刻しました

けどね。 

 ここでの私の失敗は、他の人に確認をすることなく自分の思うことが正しいと思い行動したことにあります

ね。このような失敗は皆さんにもあるんやないですかね？ 

 本当は「よりどころ」とするには頼りなく、危なっかしいこの私であるのにもかかわらず、私こそが正しい

と思い込み、「私」を「よりどころ」としてはいないでしょうか。間違ったものを「よりどころ」とすれば結果

も間違い、必ず迷うことになってしまいます。 

 そのような頼りなく、危なっかしい私を「よりどころ」とするのではなく、他の声を聞くこと、外からの呼

びかけに耳を傾けていくことが大切であります。 

 私はライ先生に付いて行くことでダルマセンターへと着くことが出来たわけですけれども、そこには「本当

にライ先生は道を知っているのだろうか？」などという疑念はありませんでした。なぜならば、ライ先生はフ

レズノ別院の開教使でしたからダルマセンターへの道は間違いなく知っておられるからです。 

 「付いておいで！」という呼びかけに対して、私はただただ「ありがとうございます！付いていきます！」

と返事をするのみでした。 

 中国の善導大師の『観経疏』の中には有名な二河白道のお話があります。そのお話の中でお釈迦さまは「こ

の道を行きなさい」と勧められ、「この道を来なさい」と阿弥陀さまは招いてくださっておられるとあります。 

 私達はさとりへと至る道は知りません。なぜならばさとりへと至ったことはないからです。 

 しかし、お悟りを開かれたお釈迦さまが「この道を行きなさい」と勧めてくださっておられる道があります。

そして、お浄土というお悟りの世界を建立された阿弥陀さまが「この道を来なさい」と招いてくださっておら

れる道があります。お釈迦様も阿弥陀さまも、それがさとりの世界へとたどり着く道であるとご存知であるか

らお勧めくださり、お招きくださっておられるわけです。ですから、さとりへと至ったことのない私が「本当

かな？こうした方が良いのではないか？」などと疑っても意味の無いことです。先ほどの話で言うならば、道

を知っているライ先生が「付いておいで！」とおっしゃっているのに、道を知らない私が「いや、違う道の方

が確実だから私はこの道を行きます」と言うようなものです。それでは余計に迷うだけですね。 



 さて、お釈迦さまが「この道を行きなさい」とお勧めくださり、「この道を来なさい」と阿弥陀さまがお招き

くださっておられる道、それが南無阿弥陀仏のお念仏の道であります。そしてこのお念仏の道を「真のよりど

ころ」としなさいと私たちにお勧めくださっておられるのがご開山親鸞聖人であります。 

 では、「よりどころ」とするということはどういうことだろうかと私なりに味あわさせていただきますと、お

勧め、お招きをそのままに頂くということではなかろうかと思います。それは「南無阿弥陀仏 この道を行き

なさい／この道を来なさい」と如来さま方がおっしゃるのに対して、「南無阿弥陀仏 はい、この道を行かせて

いただきます」と受け取っていくことです。お勧め、お招きにおまかせしていくことが「よりどころ」とする

ということです。 

 大黒柱の無い家、もろい家はどんなに外が豪華でもすぐに崩れてしまいます。しかし、どんなに古くても大

黒柱のしっかりしている家は崩れません。同じように、「よりどころ」の確実でない人生はどんなに美しく着飾

ってみてもフラフラふらふらと迷いの世界を彷徨い続けることに終始して空しく過ぎていってしまいます。し

かし、しっかりとした「よりどころ」のある人生というのは「今」という時をしっかりと歩んでいくことの出

来るものとなります。 

 さて、私達は本当にしっかりとした「よりどころ」を持っているでしょうか？ 

 いつも私たちが相談しているのは自分の心ではないでしょうか？最初に申しましたように自分の心ほど頼り

ないものはありません。私たちはどうしても他人には厳しいくせに、自分には甘い所があります。そのような

自分を頼りにしても迷うばかりです。 

 しかし、その迷っている私に向かって、「南無阿弥陀仏 この道を行きなさい／この道を来なさい」と如来さ

ま方は呼び続けてくださっておられます。その呼び声を「よりどころ」として、一日一日を生かさせていただ

く。それが念仏者の姿ではないでしょうか。 

 本日のこの降誕会を機縁として今一度、私たちの「真のよりどころ」となるお念仏のみ教えを聞かせていた

だきたいものであります。 

 

合掌 

 

 

 

『南無阿弥陀仏の六字』（央州寺降誕会法話） 

「しかれば「南無」の言は帰命なり。「帰」の言は、至なり。また帰説なり。説の字は悦の音なり。」（『教行証

文類』行巻） 

 

 みなさま、おはようございます。本日は宗祖親鸞聖人のお誕生日であります降誕会のご縁でございます。 

 親鸞聖人は主著であります『教行証文類』の「行文類」の中で、南無阿弥陀仏の六字を解釈されておられま

す。その最初の部分が本日ご讃題としてあげさせていただいた御文であります。 

 この箇所は南無阿弥陀仏の六字を解釈されるので、六字釈と呼ばれておりまして、非常に重要な箇所である

わけでありますが、言葉を聞いただけではわかりにくいですね。文字にするとわかりやすくていいです。 

 ここで親鸞聖人は「南無」の言は帰命なり。「帰」の言は、至なり。また帰説なり。説の字は悦の音なり。と

されます。説の字を解釈されるのに「悦」の字をあてられるのは非常に興味深いと思います。 

 この「悦」の字はよろこぶという意味であります。この「説」という字は悦ぶという音なのだという解釈は



何も親鸞聖人が勝手に思いつかれたものではなくて、「説」の字をよろこぶと読むのは高校レベルの漢文を学ば

れた方であれば『論語』の中に「学びて時にこれを習う、またよろこばしからずや」のよろこぶという部分に

「説」の字が使われていることに気づかれることと思います。ですから「説」の字には「よろこぶ」という意

味があるわけですね。 

 ここで、考えてみますと、私たち浄土真宗が根本聖典とさせていただいておりますお経さんは『大経』とよ

ばせていただいております『仏説無量寿経』というお経さんだということに気づきます。 

 一般的には『仏説無量寿経』というのは「仏さまがお説きくださった無量寿仏のお経さん」という意味にな

ろうかと思います。しかし、親鸞聖人のお示しくださったように「説」の字を「よろこぶ」と読みますと、「仏

さまがよろこばれた無量寿仏のお経さん」ということになります。 

 なぜ仏さまが無量寿仏、つまりは阿弥陀さんの教えをよろこばれたかというと、それはやはり「必ず救う、

われに任せよ」というご本願が説かれているからですね。 

 よく考えて見てください。お釈迦様が菩提樹の下から立ち上がられて教えを説かれたのは何も「私の教えが

理解できる人、修行の出来る人だけ付いてきたらいいわ。もしそんな人がおらんのんやったらしゃーない」、と

いうような生半可な気持ちじゃありませんよね。そんな生半可な気持ちやったら 45 年間も教えを説いてまわ

られないですよ。 

 お釈迦様が４５年間もの間、教えを説かれたのはやっぱりどのような人間も「必ず救う」教えを説きたかっ

たから、そしてどのような人間も「必ず救う」という教えがあるからであります。 

 そのどのような人間、善人も悪人も「必ず救う」教えが、南無阿弥陀仏の教えでございます。 

 『大経』の中ではお釈迦さんの顔がいつになく輝いておって嬉しそうであったというような描写がありあす

けれども、ようやく、どのようなものも「必ず救う」というこの南無阿弥陀仏の教えを説くことが出来る、そ

りゃ嬉しかったことでしょうね。 

 ですから『仏説無量寿経』というのはただただ仏さまの説かれた無量寿仏のお経さんというよりは「仏さま

がよろこばれた無量寿仏のお経さん」であるわけです。 

 そしてこのお経さんを私達は親鸞聖人のおかげで、根本聖典としていただかせていただいており、今ここで

「必ず救う」という南無阿弥陀仏のお働きの中におるわけです。ありがたいことですね。 

 本日の降誕会は、この「仏さまがよろこばれた無量寿仏のお経さん」をお釈迦様の本当のおこころが説かれ

たお経さんやと受け止めていかれた親鸞聖人のお誕生日を機縁として、お念仏のみ教えを聞かせていただこう

という集いでございます。この機会、仏さまがよろこばれた南無阿弥陀仏のみ教えを、共によろこばせていた

だきましょう。 

 本日はようこそのおまいりでございました。 

 

合掌 

 

 

 

「よりどころ」（オレンジ郡仏教会降誕会法話） 

本願力にあひぬれば 

むなしくすぐるひとぞなき 

功徳の宝海みちみちて 



煩悩の濁水へだてなし 

 

 みなさま、おはようございます。本日はインターネット上でありますけれども、ようこそのお参りでござい

ます。本日はご開山親鸞聖人のお誕生をお祝いする「降誕会」のご縁でございます。親鸞聖人が生涯をかけて

説かれたのは、お釈迦様が『大無量寿経』の中に説かれたお念仏のみ教えであり、そのお念仏のみ教えを「よ

りどころ」とされていかれたのが親鸞聖人でございました。そのお念仏のみ教えを今一度しっかりと聞かせて

いただき共に慶ばせていただくのがこの降誕会というお勤めの意味であると言えます。 

 今日はその「よりどころ」と言うことに関してお話をさせていただきたいと思います。 

 そもそも仏教というのはどういう教えかということですありますけれども、仏教というのは真の自己へと目

覚める教えであります。真の自己へと目覚めるというのがどういうことかというと、煩悩を抱えて生きている

にも関わらず、それにも気づこうとせず、頼るには危なっかしい自分を頼りにしながら生きている自分である

と目覚めるということであり、そのような自分であるからこそ、阿弥陀さまの智慧の光明は常にこの私に働き

かけてくださっておるということに目覚めるということです。 

 こちらでは東本願寺と言いますけれども大谷派の僧侶で仲野良俊という僧侶がおられました。少し長いです

けれども、彼の言葉を引用させていただきます。 

 「迷いは迷っておるものの意識では明らかにはならない。夢は、夢では明らかにならない。夢は覚めて、夢

だとわかる。だから人間の迷いは、かえって迷った人間の対象になるのではなく、むしろ目覚めた人の認識に

おいて、迷いは明らかになる。」（『仲野良俊著作集』第 3巻、pp240-241） 

 この中でも、「迷いは迷っておるものの意識で明らかにはならない。夢は覚めて、夢だとわかる。」と言うと

ころ、そして、迷いは目覚めた人の認識において明らかになるというところが大切だと思います。 

 少し専門的な話になりますけれども、唯識という仏教の考え方では、「我癡、我見、我慢、我愛」という四つ

の自己に執着する煩悩があるといいます。それぞれを説明すると時間がかかりますから本日は「我癡」という

ことにだけ集中したいと思いますけれども、「我癡」というのは無明です。無明というのは愚痴ということです。 

 私たちは何事も「ありのままに」認識していると思いがちですけれども、唯識、いや仏教ではそうは考えま

せん。私の見たいように見て、聞きたいように聞いたりしているのが私達です。もし誰しもが「ありのままに」

認識できているのであれば、世の中には右翼、左翼の違いもありませんし、物事の好き、嫌いもないはずです。

しかし、私たちは自分の経験をもとにして物事を判断していますから「ありのままに」認識することはできま

せん。 

 それにも関わらず、私は正しい。と思っているのが人間です。愚痴というのは愚かであるということです。

どう愚かであるかというと、本当は頼りにならない自分というものを頼りにしている、物事の判断基準として

いる、つまり自己中心的であるということです。 

 この「痴」という漢字はどういう漢字かといいますと、この漢字の部首を「やまいだれ」といいます。病気

の「病」と同じ部首です。疲れるとか、痛いとか、癌だとか、病気の状態を示す漢字によく使われる部首です。

この漢字は私達が頼りにしている私達の「知識」が病であるといっているわけです。では、私達の知識はどう

いう病かといえば、自己中心的という愚かな病にかかっているわけです。そのような病にかかっているにも関

わらず、私たちは気づかずに過ごし、そのような自分を頼りにしているわけです。「迷っていることは迷ってい

るものにはわからない」、「暗闇しか知らないものには暗闇しかわからない」のです。 

 ある仏典の中にこんなお話があります。 

 ある日、インドのとある長者が家を新築しようと思い立ちました。彼はどの長者よりも背の高い家を建てよ

うと考え、建築士にどのような家よりも背の高い家にするようにと伝えました。建築士は早速、基礎作りを始



めてしっかりとした土台の上にビルのような家を建てようとしました。まず一階を建てて、その上に二階を建

ててという感じで建てていきました。 

 ある日、長者が建設現場の視察にやってきたのですが、建設中の家を見て「全然背が高くないじゃないか！

これではありきたりの家ではないか」と大激怒したんです。そして、細長い塔のようなものを造らせて、その

上に家を建てさせました。ともかく急がせて作らせましたからあっという間に完成したのですが、なにせ階段

もありませんから、昇り降りも大変です。しかし、彼はどの長者よりも背の高い家に住むことが目標でしたか

ら満足していました。ところがある日、象の大群が家の近くを暴走していったんです。もうどうなったかわか

りますね。この家は簡単に崩れ去ってしまいました。 

 建築に詳しい設計士が背の高い家を作るにはしっかりとした土台がいると思い、基礎工事をしていたのにも

関わらず、何も建築について知らない長者がこのように脆い土台の上に家を作らせたわけです。それでは崩れ

去って当然ですね。 

 このお話と同じように私たちは迷いの存在であるにもかかわらず、自分で何とか出来ると思い、迷っている

自分を頼りにして生きていますから余計に迷います。しかし、仏教では仲野先生がおっしゃるように、「私を明

らかにするのは、私の機能を遥かに超えたものによってである」と考えます。迷いを超える道は迷いを超えた

経験のあるものにしかわかりません。つまり、目覚めたものである仏によって初めて、私たちは迷いを迷いと

知らしめられるわけです。私の機能を遥かに超えたものをよりどころとすることによって、私たちは真の自己

の姿、迷いの姿に気づくのです。 

 ですから親鸞聖人は天親菩薩の『浄土論』というお聖教をもとに本日ご讃題としてあげさせていただいたご

和讃を作られて、「阿弥陀仏のご本願のはたらきに出遇ったものは、むなしくこの人生を過ごしていくことはな

いよ」とおっしゃってくださるわけです。 

 そして、迷っていると気づかせていただいた人間は迷いしか知らない人間とは生き方が変わってきます。 

 親鸞聖人はご消息、今でいうお手紙の中で「阿弥陀仏のご本願に出会うまでは無明の酒に酔い、三毒ばかり

を好んでいたけれども、ご本願に出遇い、無明の酔いもだんだんと醒めてきて、三毒も好まないようになり、

阿弥陀仏の薬を好むようになった」ということをおっしゃっています。私たちは自分の力では無明、愚痴の酔

いから醒めることはできないけれども、真実の世界、法そのものより私達に向かって働きかけてくださってお

られる阿弥陀さまの智慧の光によってあさましい、愚かな自分の姿に初めて気づかされます。 

 人間ですから、腹が立つこともあるでしょう。ある物が無性に欲しくなったりもするでしょう。そして、自

分という存在が可愛くてしょうがないという思いに駆られることもあるでしょう。しかし、迷いを迷いである

と知らされた人間と言うのは、段々とそういうあさましい愚かな自分の姿を見て、反省する心を持つようにな

るわけです。 

 鳥取県の源左という方は「悪い心は地金やからすっと出てくるけども、善い心は借り物やから出てくるのに

時間がかかる」とおっしゃっていましたが、善い心というのは「反省する心」です。 

 迷っていることにすら気づかない私たちでありますが、「迷っておるぞ」という阿弥陀さまからの呼びかけ、

法そのものからのよびかけに気づくことによって初めて自己中心的な生き方をしてきた私を「反省する心」が

芽生えるわけですね。ですから「聞法」、法を聞くことが大切なんです。自己中心的な生き方をしていては迷い

の中を彷徨い続けることになります。本当に頼りにすべきは「法」であり、阿弥陀さまの「必ず救う」という

ご本願、「目覚めよ」と常に働きかけてくださっておられる智慧の光であります。 

 本日のこの降誕会のご縁に今一度、みなさまの心のよりどころはどこにあるのか。ということを考えてみて

ください。 

 本日はここまでとさせていただきます。ようこそのお参りでございました。 



 

合掌 

 

 

 

「浄土真宗門徒の行動基盤」（央州寺六月法話） 

「心を弘誓の仏地に樹て、おもいを難思の法海に流す」（『教行証文類』化身土巻） 

 

 みなさま、おはようございます。早いものでもう六月も下旬ですか。ようやくマルトノマーカウンティーも

Phase１に入りまして、少しずつですが元の生活に戻ろうとしていっておりますね。お寺は Phase２に入れば、

集まってのお勤めも考えておりますけれども、みなさんの安全と健康が一番大事ですし、このようにインター

ネットを介して集まれるのであればね、しばらくの間、コロナが収まるまではこの方がよいかもしれませんね。 

 しかし、この三ヶ月色々とありましたね。みなさんもニュースを見て色々と思う所があったのではないでし

ょうか。SNS なんかを見てみましても社会問題に関するものが多くなってきていますね。 

 本来ならばね、法話というのは仏法の話。仏さまの功徳を讃嘆させていただくのが法話ですけどね、ここ最

近社会問題などに関して考えておりましたらね、「仏教徒とはなんぞや」ということをちょっと考えるようにな

ったので今日は少しそのお話をさせていただきます。 

 仏教徒というのは仏教という言葉と徒という言葉の組み合わせた言葉ですね。仏教というのは仏陀の教え、

教えそのものが仏陀である、仏陀になる教えという三つの解釈があると言います。徒というのは仲間とか言う

意味ですね。そうすると、仏教徒というのは仏陀の教えを共に聞かせていただく、仏陀と成る道を共に歩ませ

ていただく仲間というのが仏教徒であるといえます。 

 では、仏教徒の行動原理は何であるかというと、「仏陀の教え」であるわけです。私たち浄土真宗に限って言

いますと、それはご本願のみ教えです。このご本願のみ教えはどういったものかと簡単に言いますと、阿弥陀

さまのお働きによって私のような愚悪な凡夫が浄土へと往生させていただくというみ教えですね。 

 もう少し細かく言うならば、阿弥陀さまのご本願という私たちを救う働きと、その働きに出遇うことによっ

て、煩悩にまみれて自己中心的な生き方をしていることを危険だとも思っておらん、この私であったと気づか

せていただくというのがご本願のみ教えの大まかな枠組みと言えるでしょう。 

 ですから、親鸞聖人がおっしゃるように「心を弘誓の仏地にたてて」ね。私たちの行動の原理となっていく

のは弘誓の仏地、つまりは阿弥陀様のご本願。このご本願が私たちの日常生活の行動原理・行動指針となって

くださるわけです。 

 つまりは、仏教徒になる、浄土真宗の門徒になる、というのは何もよい人間になるというわけではないです

し、仏教徒になったから必ず正しいことを言う人間になるというわけではないですね。むしろ、たよりにする

には危なっかしい自己というものを頼りにして生きておった自分でありましたと気づかせていただく生活を送

らせていただく。自己というものをより鮮明に、明確に見つめさせてくださる仏さまの智慧によって自己中心

的な心を反省していく人間へとお育ていただく。この部分が重要な部分ですね。 

 じゃ、こんな自己中心的な私たちやから、社会問題には何も言わん方がいいんですか？と思われる方もおら

れるかもしれない。特に最近の差別問題などについてね、皆さん色々と考えられてると思うんです。でもね、

何も言わんでいいかというとそうではない。仏教の教えから考えてみてもやっぱり差別問題はよくないわけで

す。 



 私たちの智恵というのは自分と他人、よい悪い、好き嫌いなどという分別をする分別智という智慧ですから

何事も分けて考える。これが差別の基礎となる。だからこそ仏さまの分別されない智慧、無分別智にたよらね

ばならんわけです。 

 私たちもよくお勤めさせていただく『仏説阿弥陀経』というお経典に「池の中の蓮華の大きさは車輪のよう

な大きさで、青色のものは青色、黄色のものは黄色、赤色のものは赤色、白色のものは白色の光を放ち、それ

ぞれの香は気高く清らかである」というお言葉がありますね。これらの蓮の華の放つ光はお互いに違う色を放

ちながら見事に調和している。そんな世界がお浄土だといいます。 

 これはお互いがお互いの違いを大切にしている、リスペクト、尊重しているからこそ調和されているわけで

す。それとは反対に私たちの世界はどうかというと、違いは尊重するものではなく非難したり、攻撃の的とな

っています。これらの違いを尊重しない心、それが差別の引き金になっていますね。 

 ですから、浄土真宗の門徒もちゃんとした教えをもとにね、「差別はあかん」と言っていいわけですし、「平

等な権利」というものを声に出していっていいと思うんです。 

 ただ最近引っかかるのがね、自分の「仏教徒」像、自分のあるべき仏教徒の姿を基にしてね、「仏教徒やった

らこうしなあかん」とか「仏教徒なのにこの問題について何もしないのか？」というように言う人が増えてい

ることですね。 

 確かにね、阿弥陀様のご本願のみ教え、仏さまの無分別智をたよりとして生かさせていただくとね、「差別と

言うのはあかんことやな」となるのは当然のことなんです。ただね、それを盾にして、他の仏教徒を指差して

「あの人はよい仏教徒」、「あの人は悪い仏教徒」というように分別していくのは間違っている。ご本願のみ教

えと言うのはそういう人間を育てるみ教えではないんです。 

 様々な人がいるわけやから、様々な考えを持った人がいるわけですよ。多様性を私たちが尊重するように考

え方の多様性も尊重しないとあかん。ですから、仏教徒として、浄土真宗の門徒として言えることっていうの

は「差別はあかん」ということであって、他者のあり方を否定することではない。「差別はあかん」ということ

からどう行動するかは一個人によるわけです。 

 もしかするとね、お坊さんというのは僧伽のリーダーのように思われる方がおられるかもしれない。リーダ

ーは僧伽をある一定の方向に引っ張っていかなあかんと思われる方もおられるかもしれない。でもね、私はね、

みなさんに私が正しいと思う方向に行けというようなリーダーではないんですよ。私はただただね、自己中心

的な心、自己中心性の危険さを知る人間にお育て下さる阿弥陀さまのみ教えを皆さんに伝えさせていただくだ

けなんですね。 

 そうすると、そんな自己中心性の危険さを知る人間になることが一体社会の何の役に立つの？とおっしゃる

方もおられるかもしれないですね。いやいや、自己中心性の危険さを知る人間はね、他を尊重することも同時

に学ばせていただきますからね、そういった人間が増えていくと社会はどうなりますかね？よりよい社会にな

っていくと思いませんか？ 

 ですから、私が浄土真宗の僧侶としてみなさんにできることは阿弥陀さまのみ教えをつたえていって、阿弥

陀さまの教えに出遇っていただくことです。もし、私の話を聞いて、阿弥陀さまのみ教えに出遇って、自己中

心性の危険さを知る人間にお育ていただく人が増えるんやったらそれは素晴らしいことですよ。 

 私がどれだけ自分の考え方をもとに人さまにモノ言うても、そう簡単に人さまの考え方いうのはかわりませ

んけどね、阿弥陀さまのご本願というのは考え方を翻してくださるお働きですから、どうかどうか阿弥陀さま

のみ教えに出遇っていただきたい。そして自己中心性の危険性を知る人間に、他者を尊重する大切さを知る人

間にお育ていただいてもらいたい。ただただそれだけです。 

 今日は法話というよりは少し愚痴のようにもなってしまいましたが、私達はいつも阿弥陀さまのお育ての中



にいますからね。そのことを常に心にとどめておきたいものですね。 

 本日はようこそのお参りでございました。 

 

合掌 

 

 

「御袖にひしとすがりまいらする」（BCA 電話法話） 

 みなさま、こんにちは。オレゴン仏教会駐在開教使菅原祐軌と申します。この未曾有の事態の中、みなさま

いかがお過ごしでしょうか。 

 御本山西本願寺のお晨朝では８０通の『御文章』の中から３１通を選び毎朝拝読されておりますが、その中

に「御袖章」という毎月 25 日に拝読される御文章がございます。本日はその「御袖章」の中から「ひとすじに

この阿弥陀ほとけの御袖にひしとすがりまいらする」というお言葉を一緒に味合わさせていただきましょう。 

 私にはもうすぐ８歳になる娘と３歳の息子がおります。このステイホームの期間、家族で散歩に出かけるこ

ともあるのですが、その際目を離すことができないのが小さい息子の方です。手をしっかりと握っておらねば

トコトコと自分の興味の赴くままに走って行ったりしてしまいますから、こちらも「パパと手を繋いでおいて

ねー」と呼びかけねばなりませんし、手を離してどこかに行こうとしようものならばガッチリと捕まえなけれ

ばなりません。 

 しかし、こんな息子でもわたしにひしと身を寄せてくることがあります。息子は虫、特に蜘蛛が苦手ですか

ら蜘蛛を見つける度に私に抱っこをねだってきます。その時には私も「大丈夫、大丈夫。何の心配もせんで大

丈夫やで」と伝えますし、息子も親である私に抱かれていることで何か安心感があるのでしょう。 

 これは私たち凡夫と阿弥陀さまの関係と似ています。私達は普段、危険であるモノを危険であると思わず、

自己中心的に気の赴くままに生活しております。そのような生き方は危険であると目覚められた方が仏陀であ

りますから、親が子供によびかけるように常に私たちに「それは危ないよ」と呼びかけてくださっておられま

す。 

 また、私の息子が蜘蛛を恐がるように私達は見知らぬもの・経験したことのないものに恐怖をいだきます。

私達は死んだらどうなるんやろうか、先に亡くなったあの人はどこにいったんやろうかと心配します。しかし、

阿弥陀さまは「私の袖につかまっておれば大丈夫やぞ」と常に呼びかけてくださっておられます。 

 最近の日曜日の法話の中で、ですね、スイカ割りのお話をさせていただいたのですが、スイカ割りというの

は目隠しをされた人が、周りの声をもとにスイカの位置を探り叩き割るというゲームですね。このゲームのよ

うに私達は普段、煩悩によって目隠しをされているようなもので何が真実で、どちらの方角に進んでいけばよ

いのかもわかりません。行くべき道がわからない。これほど不安なことはありません。 

 しかし、阿弥陀さまが「この袖につかまれ」と私たちを呼んでくださっておられる。私達は目隠しをされて

いますからどちらに進めばよいかはわかりませんけれども、阿弥陀さまは目覚められた方ですから、どちらに

進むべきかをわかっておられる。だから私達はただただ阿弥陀さまの赴かれるままにその御袖にひしと掴まら

せていただくのみであります。 

 このようにね、阿弥陀さまにおまかせしておけば大丈夫、御袖につかまっておれば大丈夫という心が信心で

すね。私達は阿弥陀さまの袖に掴まっておりますから必ずお浄土へと参らせていただきます。そして、これは

私が何か努力をしたからお浄土へと参らせていただくというのではなくて、阿弥陀さまが私たちの先を歩いて

私たちの手を引いて導いてくださっておられるからですね。ですから、この阿弥陀さまに対して感謝のお念仏



をさせていただく。この信心こそが浄土往生の要であり、称名念仏は阿弥陀さまにたいする報恩であるという

ことで、浄土真宗は信心正因・称名報恩の教えであるというようにいわれるのであります。本日はようこその

ご縁でございました。 

 

合掌 
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